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西陵地域力推進会議 
 



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

行事や各グループの講座が予定通り行えるようになると活気が戻ってくると思われる。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（事務局）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

西陵地域力向上推進活動の充実と情報共有化の促進

・新型コロナウイルス感染拡大の為、会議・役員会・地域行事等、通年通
りのことができなかった。
・広報誌「キラットふれ愛だより」を年４回発行の予定が、1回のみの発
行であった。

新型コロナウイルス感染拡大による
センター利用の自粛や利用時間の制限、
又利用にあたってのソーシャルディスタ
ンスを取ること等、制限のある利用とな
り、予定通りの活動が難しい1年だった。
その為、広報誌の発行が1回である。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・12/12 （土）防災講演会
いつ発生してもおかしくない大震災に備えるため、防
災・減災の意識向上をはかるための講演会を実施。
講師：瀬戸市危機管理課長　加藤守幸氏
参加者：約41名
・防災講演会以外は、新型コロナウィルス感染防止の
為、中止。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（防災・減災　グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防災・減災事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

地域に密接した内容だったので、とても分かりやすく
勉強になった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

新型コロナウイルス感染拡大の渦中に実施したので、参加人数が少なかった。
もっと大勢の住民の方に聞いてほしい。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

①　交通大監視…イオン瀬戸みずの店、南東交差点にて実施
                16:00～17:00
　　　　　　　　6/15・9/15・10/15・11/15・12/16・1/15・2/16・3/16
②　西陵バス広報の発行・令和3年4月1日からの時刻表
③　西陵連区内バス停維持管理（草刈り・パトロール）
　　　　　　　　令和2年12月3日実施…13カ所
④　勉強会…令和3年度役員について
　　　　　　　　令和2年12月6日実施…前年度と同じでよい
　　　　　　　　道場房子（さつき台）　坂下昭子（ふじの台）
　　　　　　　　松葉康子（さつき台）　谷藤和子（ふじの台）
　　　　　　　　矢野光（ひまわり台）　青山富士夫（みずの坂）

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（公共交通対策グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

住民の生活の足として利用している公共交通の見守り事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

①　交通事故なし
②　西陵連区内全戸配布・コミュニティバスこうはん線時刻表3,000枚
③　西陵地域名鉄基幹バス及びこうはん線コミュニティバス停維持管理
　　良好

(4) 事業の実施における問題点や課題

・自治会の年2回夏季冬季大掃除に組込む
・交通大監視場所を増やしたい

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（環境美化グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

西陵「花と緑で潤いのある街づくり」事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

①　連区地域の「花壇」の春・秋の苗づくり及び花壇づくり
②　ビオラの冬越しの花苗づくり
③　種まきから花苗づくり
④　花壇活動拡大及び花苗の支給
　　・みずの坂3丁目光広場の花壇及び道路沿いの花壇
　　・花いっぱい運動の参加者に花苗を支給
　　　（緑地帯中央花壇・やまて坂北公園花壇・ききょう台公園花壇・
　　　　みずの坂3丁目道路沿いの花壇）
⑤　「花苗づくり」及び「花壇づくり」への支援活動
　　・「みずの坂基幹道路の歩道花壇」（市緑化推進奨励補助事業）
　　・「みずの坂3丁目道路沿いの花壇」

・多くの支援活動が出来るようになった。

・「種まきから花苗づくりが出来るようになった。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

今年はコロナウイルス感染拡大という、かつてない一年で思うような活動ができなくて残念でした。
1月に予定していた親子交通安全教室も内容を充実させ楽しみにしていましたが、2月に延期するも緊急
事態宣言が出たことで、結局中止に追い込まれました。
来年度は、何としてもできる範囲で実施させたいです。

　西陵小学校、特別支援学級へ第2・第4水曜日の5時間
目に訪問
　支援グループからは2人、生徒は1年生～6年生　8
人。先生3人で授業を行っている。
　今年で5年目になる。
　毎回参加人数が全員集まれないが、今年は1年間「す
みれ組バージョン清流」を練習した。

今年は6年生が一人で低学年も多く、なかなか思うよう
に指導がすすまなかった。
コロナ禍でもあり、西陵まつりでの発表の場もなく、
練習に少し力が入らなかったが、6年生を送る会は実施
されることが決まってからは、全員ちょっと力が入
り、ラストスパートは凄かったです。
以前から本番に強いクラスでしたが、今年もバッチリ
決めてくれ「ホッ」としました。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て支援グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

西陵の子育てグループの支援事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

写真

6 



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（ひまわりお助けたい）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ひまわり台町内での各種ボランティア活動及び西陵連区自治活動の応援事
業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・補助金により、備品・消耗品の補充ができた。
・自治会とタイアップ（ひまわり公園・4丁目緩衝緑地帯の樹木カット・清掃）

・出動回数･･･77回
・延人数･････214人
・総時間･････527時間
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・4/25   1人　1H（身体が悪く、新型コロナウィルスの感染を避けるため
生協の支払いをコンビニへ振込依頼された。振込期限切れの為、振込せず
帰る）
・5/1　　1人　1H（上記の振込に行く）
・5/7　　1人　1H（身体の不自由な方の電球の取り換え）
・6/7　　17人（父兄を含む）2H
         (通学路・通勤路・集会所まわりの草刈り）
・10/25　18人（父兄を含む）2H
　　　　（通学路・通勤路・集会所まわりの草刈り）
・1/15　　側溝の取り換え　市役所に依頼。

　　　　　　合計　38人　7時間

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（ゆりのお助けたい）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ゆりのお助けたい事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

新型コロナウイルスの感染拡大により、住民との密接を避けるためか、お助けたいの仕事が減りまし
た。また、お助けたい同志の親睦もできなくなり、活気性がなくなりました。
来年もこのままの状態で進むのか不安です。

新型コロナウィルスの感染拡大により、身体障がい者の方から、お金の支払いという新しい仕事が発生
し驚いたが、その住民を助ける事ができて良かった。
毎年、通学路・通勤路の草刈りを年2回行っているが、これも児童見守りたいの方々や通勤者から喜ばれ
ている。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（すみれお助けたい）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

すみれ台町内での各種ボランティア活動及び西陵連区自治活動の応援事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(4) 事業の実施における問題点や課題

・メンバーの高齢化、死亡、体調の悪化や新しいメンバーの加入がないの等で、実際に動けるのが
２～３人になってしまったので、今後の活動ができなくなりそうである。他の台のお助けたいから、手
助けすると声をかけて頂いてありがたかった。

6/24  2丁目個人宅　　4人　10H 庭木の刈込、雑草の刈込
7/1   5丁目東端山裾　4人　10H 法面の草刈り
10/8  1丁目個人宅　　3人　12H 全ての庭木の根元からの伐採
10/9     〃　　　　　4人　15H       〃
10/14 4丁目個人宅　　4人　10H 草取り、庭木の刈込
10/28 5丁目東端山　　4人　10H 法面の草刈り
11/4  5丁目個人宅　　4人　15H 庭木の刈込
11/10 3丁目個人宅　　4人　15H 庭木の刈込
11/29 緑地帯道路脇   3人　4H  草刈り
12/16 5丁目個人宅　　3人　12H 庭木の刈込

・世帯主が亡くなってから出来るだけ一人でやってきたが、歩けなくなり
世話ができなくなった。庭の全ての樹木を切ってもらいたいと言う依頼。
きれいさっぱりになった庭を見て大変喜ばれた。
・正月前にきれいになって良かった。
・膝や腰が痛くて草が引けない。高いところの枝を切ることができないなどで困ってみえる方たちの手
助けになっていると思っている。

(3) 事業の成果
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

◆目的：デジタル技術を活用し誰もが豊かな人生を享
受できる地域社会を  目指す。
◆活動：・スマホ操作に関する不安解消のための相談
会・教え合い学び合いを通じコミュニティ参加の契機
となるイベントを開催
◆実施実績：「新型コロナウイルス接触確認アプリ」
の講習会（説明とアプリの取り込み） 8月8日（土）と
9月12日（土）にを実施。参加者計32名

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（西陵デジタル活用サポートグループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

シニア向け　スマホ相談会

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　　　　　　　　・スマホの設定や活用法
                ・スマホ決済
　　　　　　　　・写真の編集
　　　　　　　　・インターネット予約
　　　　　　　　・ラインのグループ通話、スタンプの購入法
　　　　　　　　・アプリの取込みや活用法

(4) 事業の実施における問題点や課題

・アプリの取り込み講習を実施したが、スマホの基礎知識や基本操作講習の要望が多数あった。
・メモをとっている方が多く見られたので、資料や時間のとり方など今後検討。
・「アカウント」や「インストール」などの用語は平易なワードに置き換える必要がある。
・スマホを実用的に利用する講習も必要だが、先ずは楽しむための利用方法を知って頂きスマホのハー
ドル を下げることが必要と感じた。
・契約容量を最小限にしているため、外ではネットを利用しないという方もいらっしゃった。施設内の
オー プンなWi-Fiの必要性を感じた。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

・コロナ禍により夏休みが短縮され、プール解放などの学校行事や夏祭りなどの地域行事が中止となっ
た中 で、子どもたちに新しいデジタル技術に触れ楽しむ機会を提供できた。
・プログラミング体験では、子どもたちが疑問持ち自ら解決する「主体性」や「問題解決力」の必要性
を感 じ取ることができたように思う。
・子どもたちからは「すごく楽しかった！またやって欲しい」との感想をもらった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・３Ｄぬり絵では、事前に動作確認し印刷した下絵６パターンが、アプリの更新により当日動作不可に
なっ たパターンがあった。
 →対処法：・事前に印刷して塗って来てもらうのはやめる。下絵印刷は前日、ぬり絵は当日にする。
           ・有料プランであれば回避できるので、今後購入を検討。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（西陵デジタル活用サポートグループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

こどもSTEAMクラブ事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

STEAM教育を通し、子どもたちに今後必要となる「論理的思考力」「創造力」「コミュニケーション力」
「コラボレーション力」の成長を促す契機となるイベントを実施。
 日時場所：８月１７日（月）13:30～16:30　西陵地域交流センター　ホールＡ・Ｂ・Ｃ
 参加人数：小学１年～６年生３７名
 内容：①３Dぬり絵･･･自分で塗った絵をスマホアプリで立体にして楽しむアナログとデジタル技術
 　　　　　　　　　　の融合
       ②ロボカープログラミング･･･タブレットアプリのプログラミングでロボットカーを操作する
       ③ドローンプログラミング･･･パソコンソフト（Scratch）でドローンを操作す
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（食育グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

食育の推進事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(4) 事業の実施における問題点や課題

今年はコロナウイルス感染拡大防止の為、思うような活動ができませんでした。
来年は、少しでも様々な経験を通して「食」に関する知識を身につけ、健全な食生活を送れるような事
業を計画したいです。

学童保育所へクリスマスプレゼントとして、40名分手作りクッキーの詰め合わせを差し入れた。

例年、夏休みに2回程度お弁当の差し入れなどしていたが、コロナ禍で差し入れが困難となり、少し落ち
着いた冬に、市役所に確認をしてクリスマスプレゼントが実現した。
いろいろな事が中止となり、寂しい思いをしていた子供たちの久しぶりに感動の笑顔に、こちらも心が
温かくなりました。

(3) 事業の成果
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

　　　　　　　　　　　　　　　地域の人たちに見守られていると子どもたちに安心感
　　　　　　　　　　　　を与えることが出来た。

　　　　　　　　　　　　学校と地域が一体となり子どもたちの登下校時の
　　　　　　　　　　　　安全の確保に務められた。

　　　　　　　　　　　　挨拶を通し子どもたちと触れ合うことで元気がもらえ
　　　　　　　　　　　　活力となった。
　
　　　　　　　　　　　　地域と子どもたちの顔見知りの関係ができた。
　

(4) 事業の実施における問題点や課題

　見守り隊の高齢化。

　新たな人材の確保。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育てG）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

こども見守り隊

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

【場所】
　　萩山小学校正門前、通学路の横断歩道。

【内容】
　　オレンジベストを着用し協力団体と共に登下校時の
　　安全確保・通学路の点検。

　　集団登校時に付き添っての登校。

　　あいさつ活動。

　　休校日以外の毎日　２０名程が参加。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

　
　　　　　　　　　　　　収穫した野菜で地産地消を体感でき、とれたて野菜の
　　　　　　　　　　　　おいしさを学べた。

　　　　　　　　　　　　体験を通して異世代間、子どもどうしのコミュニケー
　　　　　　　　　　　　ションの場となり協力する事の大切さを学べた。

　　　　　　　　　　　　維持管理のお手伝いをする事で、育てる難しさや大変
　　　　　　　　　　　　さを学び作物や自然のありがたさを感じる事が出来た。

　　　　　　　　　　　　収穫した野菜を各家庭で調理する事で食育の一助と
　　　　　　　　　　　　なった。
　

(4) 事業の実施における問題点や課題

　維持管理者の不足。

　新たな人材の確保。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育てG）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

子育て農園

【場所】
　　萩山小学校プール横。

【内容】
　　農園の草刈り・耕作等の維持管理。

　　さつまいもの植付（10月）じゃがいも（6月）
　　さつまいも（10月）里芋、大根（11月）の収穫。
　　各回３０名程が参加。

　　農園で育てた野菜を小学校の秋まつりや給食に活用。
　
　

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

　さくらんぼ学園の子や年齢を問わず楽しめた。

　異世代間、子どもどうしが交流を深められた。

　萩山で育って楽しい、良かったと思える地域づくり
　が出来た。

　地域と小学校が協働して行えた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育てG）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

お楽しみ会

【場所・日時】

　　　萩山小学校体育館　12/12（土）10：00～12：00。

【内容】
　　映画鑑賞会、サンタさんからクリスマスプレゼント。

　　幼児・児童・保護者・さくらんぼ学園の生徒、
　　地域の方　総勢８０名程が参加。

　　マスク着用、検温、消毒、三密などコロナ感染防止対
　　策を徹底。

　　小学校より上映機材を借用。

　

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

今年で2年目のため手際も良くなり予定より早く塗り終える。
しかし1、2月はコロナ感染拡大のため、やむなく中止とする。
来年へ事業持ち越しとする。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（防災・防災G）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ガードパイプクリーン作戦

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

11月28日　　萩山台9丁目バス停と「しまっと庫」前にて実施。
　　　　　　参加者数22名　スタッフ6名　計28名。
　　　　　　事前調査で交換必要部分のパイプ19本、柱頭部の
　　　　　　キャップ無し　3カ所が判明。
　　　　　　黄色のテープで標示。
　　　　　　10時よりさび落とし、下塗り、上塗りを行う。

黄色のテープを付けなかったパイプおよび柱は塗り替え終了。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（美花G）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

環境美化

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

美花グループメンバーと自治会のひだまり担当が協力し、総勢10名弱で、
5月と12月の年2回　ひだまりステーション・集会所・4丁目花壇で季節の
花を植えています。また、都度、草取り清掃活動をしています。

日々の手入れの成果か、お花が綺麗に長持ちし、道行く人の目を楽しませ
ています。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

スタッフ不足。企画段階から、実施時の会場設営、後始末まで、緩やかな、支援組織→「友の会」と
か、「応援する会」など組織して、住民に当事者意識を持ってもらう工夫が必要。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（高齢者G）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ひだまり井戸端会議

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

「ひだまり井戸端会議」
4～6月は、コロナ禍で休会した
7月以降の開催内容は、添付ポスターのとおり。
「お楽しみ映画会」
7月から開催を再開した（内容は、告知ポスターのとおり）。

「ひだまり井戸端会議」
コロナ関連の、有意義な内容で開催したが、残念ながら外出自粛の雰囲気
が強く、参加は10名にも達しないことが多かった。

「お楽しみ映画会」
参加が乏しいのが残念。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・皇帝ダリア挿し木教室の実施にあたり､予定していた場所に挿し木できず、いくつかの場所に分散して
実施した。
・幼稚園児と植付けするに際し、美花グループの協力を得て実施することを計画したが、実施出来な
かった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（高齢者G）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

環境整備事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

「南公園　花壇整備事業」
苗の植付（コスモス、マリーゴールドとビオラ）にあたり、菱野幼稚園年
長組の園児135名の参加を得て実施できた。
萩山小学校　プールの壁と公道の間にコスモス,アサガオ等の花を植え
た。
萩山台1丁目の緑地帯の草刈りを2回行った。1丁目住民1名の協力を得た。
萩山小西側の駐車場に、新たに花壇を設けてコスモスや菜花を植えた
3/6,7,8皇帝ダリア挿し木教室（「南公園を愛する会」と共催）
参加者は見学含め延べ２０名

南公園の花壇整備は、ここ数年で顕著に進展し、利用者増（休日の駐車場
は、いっぱいで止めるのが困難に）につながっている。幼稚園児による苗
植えは、園児に貴重な経験になり喜ばれた。また、中日新聞の取材を受
け、記事として掲載された。課題として、園児の指導に多くの人手が必要
であり、その手当てを検討したい。
萩山小のプール横の花植えは、住民や通行人から喜ばれた。課題は、プー
ル壁が熱くなるので緑のカーテン（つる性の植物）を植えないとコスモス
等が傷む。
草刈りによって、美観を回復できた。あわせて、ゴミ捨て等の予防にも効
果があった。
駐車場の花壇は、土が未成熟で満足な花を着けることができなかった。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

・広報誌発行に関わる取材、構成、印刷を事務局による発行体制が構築で
きた。
・広報誌の発刊によって、住民の皆さんにコロナ禍という特別な状態では
あるが、その中でも感染拡大防止を両立しながら、地域活動やグループ活
動をしていることを知ってもらうことができた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・引き続き、持続可能な広報活動の原点にかえり、記事・写真収集や構成にいたるプロセスを見直し、
誰でも発行ができるような仕組みを構築できるようにしていきたい。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（事務局）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

広報活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・今年度は、２０２０年９月に、萩山ＮＥＷＳ（広報誌）を発刊。テーマ
はコロナ禍における地域活動、美花グループからのお願い（告知）、萩山
台地域力向上委員会からのお願い（コロナウイルス感染防止の取り組
み）。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

活動計画・内容をグループ代表者会議(以下、Ｇ代表者会議)を開
催して皆で計画・検討・確認できた。また情報共有や周知展開の
場になり充実した活動ができた。実施場所；萩山公民館会議室
開催方法；二ヶ月に一回開催、開催日は年度当初に話し合い決定
参加人数；１０〜１１人（オブザーバー含む） 内容；活動結果
報告と先二ヶ月の活動予定報告、また報告・相談・連絡事項を展
開し共有する。
総会は毎年４月に開催。令和２年度は４月２４日予定。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（事務局）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

定例活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

成果としてはほぼ計画通り実施でき、委員会全体の結束が高まり
充実した活動が展開できた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

問題点
・Ｇ代表者会議定期開催は問題なし。

課題
・当会議メンバーの運営力の段階的向上。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

防災劇では、防災クイズ等で参加者に防災知識を習得しまし
た。また、非常食講習で多くの種類の非常食を学び実習で学ん
だ非常食を分配して持ち帰った。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・花壇整備では夏場の水やりで、朝だけでは足りず事務局で毎日夕方にも水やりが必要
をなり手間がかかった。また、取った雑草等を現地でゴミ袋につめて置いており回収が
大変であった。
・防災劇では、事前登録数以上の参加者があり、対応に苦慮した。何とか全員に参加頂
き無事終了した。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局　　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

市民活動・街づくりプロジェクト推進

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

・【窯神花壇整備事業の推進】街づくりプロジェクトの一環と
して、今年度より窯神ロータリー花壇の整備（水やり、草取り
等）を地域力のワークショップ（WS）の５グループとシニアク
ラブの計６グループで各G１週間交代で１年間ローテーション
で実施し延べ約４０名も参加頂いた。
・【防災劇の上演及び非常食の講習実施】２月２１日市民活動
団体の「劇団びっくり箱」に出演頂き、市役所に「もしもの時
の防災食」で講演頂いた。関係者含め３０人が出席した。

24 



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　

(3) 事業の成果

・役員会は月１回予定通り全て実施し、事業内容
の実践に成果を得た　・ワークショップ（WS）は
コロナ禍で１～２月の２回は中止となったが、そ
れ以外は計画通り実施し、連区民への広報事業お
よび防災訓練等イベント実施で成果が得られた。
・「あったかネットどうせん」は連区内のイベン
トおよび関連状況を広報紙として全連区民に回覧
し地域力としてのイベント等広報活動に成果が
あった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・今年度は地域力のワークショップ（WS）の各グループの活動がコロ
ナ禍で制限され大多数のイベントが中止となった。但し防災マップの
改訂については初版発行約５年となり、町内別版を作成し予算が大幅
な超過となったが大きな成果となった。
・WSの会場がコロナ禍で手狭になり、各部屋に各Gを分散し討議した
が、場所の設定など苦労しました。今後、大会議室を広めに各G配置
し、対応する予定である。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　　　事務局　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

地域力全体広報事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

毎月の地域力の役員会およびワークショップ（WS ）を
通じてイベントのスケジュールおよび実行計画を作成
し、各討議結果に基づいてイベントの実践を通じて、連
区民への広報及び浸透を図る。原則道泉地域交流セン
ターで実施し、役員会は約２０名、WSは約４０名の参加
となる。「あったかネットどうせん」は４半期（年４
回）発行し、連区民に地域力としての活動内容を周知し
て頂く。

25 



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

・瀬戸駅前の街頭交通キャンペーンは多数の参加者によ
り街行く人に交通事故防止のＰＲが出来た事はよかった
・現在　瀬戸市は交通事故死亡者ゼロを長く続けている
が、その一助となっていると思っています。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・特にないと思っている。

・子供と高齢者を交通事故から守ろうを
テーマに瀬戸警察署と市役所の協力を頂き
街頭交通キャンペーンを実施
瀬戸駅前にてポケットティッシュとチラシ
を配布
参加人数　３５名

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（ 環境・マナーＧ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　　　　交通ルール向上事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

26 



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・自治会行事との共催にて実施、連区内の
ＰＲになったと思う。
・チラシにより正しいゴミ処分への理解、
知識を周知させる。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・今のところ問題点見当たらず。

・自治会との共催にて連区内の清掃を実施
参加人数　50名強
・ゴミの分別チラシを回覧
・ゴミのポイ捨て防止のチラシを回覧

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（ 環境・マナーＧ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　　　　清　掃　活　動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

・フンの放置防止を連区民に促した

(4) 事業の実施における問題点や課題

・犬のフンの後始末の出来てない人はなくならないが地道に活
動を続けるだろう。

・１０月と１月にフン害防止チラシを回覧
・７月・１１月・１月にフン害パトロール
を実施
・連区内　河川敷　６名
・連区内　東部　　４名
・旧本山中から陣屋方面　５名

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（ 環境・マナーＧ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　　　　犬猫フン害防止活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

・目に見える効果はないが連区民に対して
意識付けは出来たと思います。
・チラシ回覧により連区内のコミュニケー
ションづくりの一助になったのではないか
と思います。

(4) 事業の実施における問題点や課題

・今の所チラシの回覧のみですが以前の様に小学生に挨拶運動
のポスター等が出来ればいいですが、予算の関係もあり出来て
いない。

・挨拶運動チラシを連区内に回覧
・１，５００弱世帯にチラシ年2回回覧
・７月と１２月に回覧

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（ 環境・マナーＧ　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　　　　挨　拶　運　動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

子供たちが安全に安心して通学ができた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

児童を持つ父兄でも、まったく参加協力をして
くれない人がいる。地域全体で子供達を守る体
制が欲しい。

夜間パトロール事業を小中学校登下校時におけ
る子供見守り事業として、各地域住民により各
通学路での見守り及びバス発着場所まで引率を
行う。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防災・防犯グループ　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

子供見守り事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

（３）事業の成果

参加者の防犯意識の高まり。

(4) 事業の実施における問題点や課題

参加者が主に高齢者であり、若い人の参加が見ら
れない。

３人態勢で青色パトロール車に乗車し、青色回転

灯を回転させ連区内全域を定期的に巡回して、防

犯活動に努める。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防災・防犯グループ　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防犯青色パトロール

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

各町内の安否確認訓練と避難所設営訓練が実施
できた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

各町内会長の中には、訓練を実施することが無
駄と思っている人がいた。連区民全員が防災意
識を持って欲しい。

コロナ感染の影響により、各町内会長と役員の
みで防災訓練実施。その他は中止とした。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防災・防犯グループ　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防災訓練事業（防災運動会）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

各町内別に、土砂災害区域を盛り込んだ事によ
り、災害等が発生する前及び発生時の対応の指
標ができた。また、連区全域の把握も確認出来
るものとなった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

各町内会長の中には、防災意識の薄い人が多
く、当局が求めている事が得られず、グループ
員で再三の確認せざるおえない状況であった。
地域住民の防災意識を高めていく事が重要な課
題である。

グループのメンバーを主に、２４町内会長の協
力を得て実施。当初は、変更箇所のみの作成を
考えていたが、詳細に町内別マップの作成を実
施し、土砂災害地域の危険個所も盛り込み、連
区全域の地図も添付する。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防災・防犯グループ　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防災計画（防災マップ）作成事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

紙媒体のみによる周知には限界があります。SNSと併用できるようにするのが今後の課題と思われま
す。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て支援グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

「どうせん子育てひろば」開催に代わる広報活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

  新型コロナウイルス禍の状況の下、感染拡大を防ぐため、当初計画した「どうせん子育てひろば」を
中止することにしました。この催し物の案内として開催月の前月に広報紙「いずみっ子」を発行してい
ます。これを活用して、子育てに関する様々な情報を発信して、子育てひろば開催の代替事業としまし
た。

８月を除いて開かれる自治会の定例会に合わせて１８０部発行して、町内回覧で周知を図りました。ま
た、以前に参加していただいた方には、ご自宅にお届けしました。

(3) 事業の成果

１８０部を回覧板で周知することで、子育て支援のための情報をお伝えすることができたと思われます。

(4) 事業の実施における問題点や課題
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

天候に左右されるため季節毎に植える植物を考えていくこと
花と緑のまちづくりに協力推進する

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　高齢者支援グループ　　）

花と緑のまちづくり推進（井戸端会議）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

旧道泉小学校グラウンド脇にある花
壇が雑草に覆われていたのを整理
５～６人にて駆除　整地する

今年度は２２画に整理しました。来年度か
ら区間整理をした花壇を割り当てて事業を
推進していきます
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品野台地域力向上委員会 

 



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局　　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　通信・インターネット関連

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

　役員会開催案内ハガキの発送　役員会10回開催
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面による総会実施、総会資料（議題賛
　否返信用ハガキ同封）の発送　　発送先　地域力向上委員会会員　57名
　インターネット使用料
　　地域力向上委員会事務局と地域交流センター事務局は同一場所にあり地域交流
　　センターもインターネット利用するが利用は極一部であり利用料は地域力向上
　　委員会で全額支払いしている。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

　資料等の印刷・コピーについて
　　同一文書を一度に大量に作成する場合は極力印刷機を使用する。（経費節減）

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局　　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　印刷・コピー利用料

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

　役員会会議資料、書面による総会実施の資料の印刷
　各グループ実施事業の資料・案内チラシ等の印刷
　
　地域交流センター設置(所有)の印刷機、コピー機の使用料として地域交流センター
　に支払い。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

　
　レターケースの設置により書類ごとに管理でき、期日管理・紛失防止が図れた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局　　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

　事務用品

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

　地域力向上委員会関連の各種書類整理保管用のレターケース、その他事務用品の購入
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

令和3年1月27日(日)品野台小学校で学校
と協力して児童(全学年)を対象に音楽家
を招き、楽器演奏を鑑賞した。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て支援グループ　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

わいわい教室開催（芸術鑑賞会）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

学校の行事が中止となる中での音楽鑑賞
で児童達は真剣な態度で聞き入ってい
た。久しぶりに楽しい時間を過ごした。

(4) 事業の実施における問題点や課題

例年掛川小学校と合同で実施していたが今回はコロナ感染防止対策として品野台小学校単独で実施

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

令和3年2月14日(日)実施
品野台小学校裏の里山の補修・整備作業
を役員・先生・児童・保護者　総勢129名
にて実施。

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て支援グループ　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

わいわい教室開催（里山整備）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

自然の中で自分達の遊び場となる里山の
補修・整備を親子、友達と協力して作業
を行ったことはいい経験になった。
親子のふれあい、友達との共同作業の大
切さ等いい体験であつた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

自然の中での作業であり危険な事も多く、大人達が児童の行動を注意深く見守って実施する事
が必要。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

実施場所
品野台小学校運動場

方法
過去の優勝者等にハンディを
設定し何度も入賞者が同じに
ならない様にする

参加人数　55名

コロナ感染対策をとつて大会が出来た事
に参加者は感謝された。日頃の練習成果
を発揮し仲間と楽しくプレーし親睦を
図ってもらえた。

(4) 事業の実施における問題点や課題

コロナ禍で

①受付で体温測定(37度未満)確認する

②消毒液を設置しこまめに消毒をする

③三密にならない様に又大声を出さない

④マスクを付けてプレイして下さい

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（高齢者支援）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

第１回グラウンドゴルフ大会（通算16回目の開催）
　　　　令和2年11月8日（日）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

写真
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菱野地域力まちづくり協議会 
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長根連区地域力向上委員会 

 



第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　概ね良好に事業を実施できた。

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　　事務局　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

事務局運営事業

　地域力向上活動の拠点である長根ふれあいセンター”連”を適切に管理し、活動メンバーや参加者が
利用しやすい施設を目指し、運営した。
　今年度から貸館業務が始まり、地域住民に広く利用してもらうため、運用方法などをメンバーで何度
も話し合った。また、今年度は新型コロナウイルス感染症対策も徹底しなければならなかったため、他
の公共施設（公民館や地域交流センター）を参考に、どこまでの使用を許可するか、どのような備品を
用意するかなど対策を練った。
”連”入場者実績は下記のとおり。
2020年度累計　6,555人　（参考：2019年度累計　7,472人）

　年度当初は一般の利用を停止していたが、感染対策を徹底しながら屋外（園庭及びテラス）の利用を6
月から、ぴよぴよサロンは9月から再開した。
　小学生を中心に一定の利用者があり、新型コロナウイルス感染症の影響により、様々な施設に利用制
限がかかる中、子どもが自由に遊べる居場所として一定の効果があったと思う。
　また、自治会の事務局も同じ部屋にあるため、それぞれの利用者が出入りして、時には住民同士の情
報交換の場として賑わいの創出につながった。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

特になし。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　　事務局　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ながね地域力タイムズ

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　長根地域力向上委員会の活動内容等を地域住民に周
知するため、広報紙である「ながね地域力タイムズ」
を編集し、月１回発行した。
　今年度は新型コロナウイルス感染症に関する啓発
や、”連”の貸館事業についての利用案内を載せた。

　自治会の回覧物に入れていただくことで、多くの地域住民の目に触れることができた。
　写真やイラストを入れたり、最新の時事ネタを盛り込むことで、「面白かった」との声も聞けた。引
き続き興味を持ってもえるように、内容を工夫していきたい。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　講師の方からもう少し丁寧に教えてもらえるとよかった。
　新型コロナウイルス感染症の影響もあり、あまり大々的に広報できなかったため、参加者は少なかっ
た。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　事務局　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ＤＩＹ講座

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　今年度初めての試みとして、下記のようなＤＩＹ講座を実施した。
実施月：12月
実施場所：長根ふれあいセンター”連”
活動内容及び人数：
①門松づくり、15人
　掛川地域で地元の竹を使って門松づくりの講師をしていた方に依頼し、
事前に数名が竹をとりに行き、合わせて作り方を教わった。
②ワックスがけ講習、20人
　自宅のワックスがけを自分でできるよう、コツなどを周知しながら模擬
体験をしてもらった。

　参加者からは「こんな立派な門松を自分たちで作れるとは思わなかっ
た」「非常にきれいになって勉強になった。」との感想をいただき、好評
だった。
　参加者同士でも試行錯誤しながら教え合ったり、近況報告をしあったり
と、地域住民の交流の場の１つとして、一定の効果があったと思う。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　寒くなると外での活動が限られるため、別の部屋を特別に開放したが、スタッフにも限りがあり、ま
た消毒液などの費用もかさんでしまう。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　子育て支援　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

乳幼児サロン（ぴよぴよサロン）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

実施日時：毎週火・金曜日9：30～11：30
実施場所：長根ふれあいセンター”連”

　新型コロナウイルス感染症対策のため、１回の利用
を５組（１０人）までとした。
　その他にも室内やおもちゃの消毒、子どもとの関わ
り方など、せとっ子ファミリー交流館を参考に細かく
取り決めを行ってから、９月からサロンを再開した。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、サロンを実施しているところが少なく、連区外の利用者もい
た。
　予約なしで実施しているため、「利用しやすい」との声も多く、制限人数を超えてしまうこともあっ
た。その場合、寒くなるまでは園庭の砂場を開放して、受け入れるようにした。
　外出機会が減り、親子共にストレスが溜まっているケースも少なくなかったので、サロンに来ること
でよいストレス発散になっていた。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　子育て支援　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ふれあい教室

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

開催の準備はしましたが、新型コロナウイルス感染防
止策から下記の長根ふれあい教室は、全て中止としま
した。
　長根ふれあい教室を毎週土曜日の
　　　１３：３０～１５：００に開催。
　第１土曜日：木工・工作教室
　第２土曜日：おりがみ教室
　第３土曜日：卓球教室
　第４土曜日：囲碁・将棋・オセロ教室
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　通常の大人の利用と異なり、部屋利用後の消毒作業等をボランティアスタッフで実施しなければなら
ないため、まだ室内の開放は出来ていない。次年度はキッズアカデミーの利用もあるため、そこと整合
性をとっていく必要がある。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　子育て支援　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

子育て道場

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　毎週木・土曜日の午後連を開放して、小学生の放課
後の居場所づくりとした。4～5月は新型コロナウイル
ス感染症の影響により、事業を中止していたが、6月か
ら園庭のみの開放を始めた。その後、8月からは一部遊
び道具（バトミントンなど）の貸し出しも開始した。
　室内の開放は今年度は中止した。

　園庭の開放を始めてから、小学生の利用は好調だっ
た。（平均して1日20人の利用があった。）
　屋外のみであったり、貸し出しの道具が少ないにも
かかわらず、子どもたちは走り回って楽しそうに遊ん
でいた。

写真
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

　特になし。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（地域交流・環境・マナー）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

花植え事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

　連の花壇の整備、花壇やプランターにアイディアを
取り入れて四季にあった花の植栽を行った。
　それらを育てるため、定期的に施肥、散水、除草を
実施した。

　連の花壇を整地し、季節の花々を植えることで、来園者の目を楽しませ、環境美化がはかれた。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

小学校のカリキュラムの変更により、次年度からは従来通りの活動ができなくなったため、それに代わ
る活動を検討する。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（地域交流・環境・マナー）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

野菜作り事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

ふれあい農園でさつまいもを栽培した。（５月：苗植え、１１月：収穫）
長根小学校児童と苗植えから収穫、やきいも大会まで実施する予定だった
が、新型コロナウイルス感染症の影響によりできなかった。

小学生を巻き込んだ異世代交流はできなかったが、委員会メンバーで協力
して実施することができ、参加者からは「楽しかった」との声が聞けた。
こうした事業による絆づくりから、住民同士声のかけやすい関係を構築し
ていきたい。

写真
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